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②ねえねえこの本読んで～絵本の紹介～

④丸子町行政改革大綱全面改正

⑥資源物を出す祭のルール

⑩町の話題

⑫消防団出初式（消防功労者掲載)

⑬所得の申告

The Citizen Charter

�緑あふれる郷土を愛し、豊かな町を
つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
�平和を愛し、心のふれあう楽しい町
をつくりましょう。
�教養を深め、香り高い文化の町をつ
くりましょう。
�健康で幸せを願い、希望に満ちた町
をつくりましょう。

                                    １月１日現在
Data

●人口            男 12,432人（－24）
                     女 13,107人（－18）
               総　数 25,539人（－42）
               世帯数  8,866　（－29）

Opinion

Eメール：office@town.maruko.nagano.jp

ホームページ

http://www.town.maruko.nagano.jp

町長室専用ファックス（町づくりアクティブライン）

Fax 0268－42－3388

毎月15日は町長との対話サロン

【問】�0268－42－1011

　　　　企画課情報係

■編集・発行■
丸子町役場企画課情報係
〒386-0492
長野県小県郡丸子町大字上丸子1612
　 � 0268－42－1011
Fax 0268－43－3666
■印刷■さいとう印刷

●広報に掲載した写真差し上げます。
　丸子町役場企画課情報係まで

平成13年

�
もくじ

№486

町民
憲章

データ

提案
意見
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“広報まるこ”は再生紙を使用しています。
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●２１世紀に羽ばたけ
　丸子町成人式
　１月８日、丸子町文化会館

で成人式が開かれました。

　町内の対象者は２９８人。前日

から降り積もった雪にもかか

わらず、２１３人が新春にふさわ

しい振袖やスーツ姿で式典に

参加しました。

　式典では、町長をはじめ多

くの来賓から激励の言葉をい

ただきました。成人者を代表

して坂井絵美さんと渡邉信也

さんが成人を迎えての豊富や

目標を発表しました。

　式典終了後は、地区ごとに分かれ記念撮影も行われました。

※記念冊子「二十歳」は３月中旬にできあがります。

●ジャノヒゲ
　　・ 蛇のひげ

　　・ 龍のひげ

　　・ 龍の玉(実)

　山林や樹下に自生するユリ

科の多年生常緑草本ですが、

庭草として庭石や庭園のふち

どりとして栽培されます。初

夏のころ、細長い葉の間から

花茎を出して淡紫色や時には

白い小花をつけ花後、球状の

実をつけます。冬になると熟

して青紫になり龍の玉と呼ば

れます。この実はよく弾むの

ではずみ玉として子どもの遊びにも使われました。この実は果実では

なく、果皮の発達しない種子であり乾燥した根は麦門冬（ばくもんと

う）として滋養強壮の薬草です。和名は葉の形からきています。

　『蛇のひげの　玉や摘まれて 逸散 す』　風生
いっさん
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ゆ
う
ち
ゃ
ん
が
食
べ
終
わ
っ
た
お
菓
子
の

缶
に
コ
ッ
プ
を
の
せ
た
ら
、「
わ
ー
い
、
み
き

さ
ー
し
ゃ
だ
」。ゆ
う
ち
ゃ
ん
は
み
き
さ
ー
し

ゃ
に
の
っ
て
、
森
を
ぬ
け
、
は
ち
に
は
ち
み

つ
を
入
れ
て
も
ら
い
、
牛
や
に
わ
と
り
に
牛

乳
や
卵
を
わ
け
て
も
ら
っ
て
…
。

　

最
後
に
み
き
さ
ー
し
ゃ
か
ら
で
て
き
た
甘

ー
い
も
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る

か
も
。

　

旅
行
す
る
人
の
は
ち
植
え
を
預
っ
て
世
話

を
す
る
こ
と
に
し
た
ト
ミ
ー
。
家
の
中
は
、

植
木
ば
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
植
物
は
、
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
み
た
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

あ
る
晩
、
植
物
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
家

が
壊
れ
て
し
ま
う
夢
を
見
た
ト
ミ
ー
は
…
？

は
ち
植
え
の
世
話
を
自
分
で
勉
強
し
な
が
ら

や
り
と
げ
て
い
く
男
の
子
の
姿
を
描
い
た
絵

本
。

「ゆうちゃんの
　　みきさーしゃ」
さく：村上祐子
え：片上健
福音館書店

「はちうえは
　ぼくにまかせて」
さく：ジーン・ジオン
え：マーガレット・
ブロイ・グレアム
やく：もりひさし
ペンギン社

　

に
ゃ
あ
に
ゃ
が
ほ
ら
ほ
ら
、
い
な
い
い
な

い
…
ば
ぁ
！

　

く
ま
ち
ゃ
ん
が
ほ
ら
ね
、
い
な
い
い
な
い

…
ば
ぁ
！

　

赤
ち
ゃ
ん
と
大
人
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

楽
し
め
る
定
番
の
絵
本
。

　
（「
松
谷
み
よ
子　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
本
」
と

し
て
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。）

　

遊
び
に
出
か
け
た
ひ
よ
こ
は
、
出
会
う
動

物
た
ち
の
鳴
き
声
と
次
々
に
と
り
か
え
っ
こ

を
し
ま
す
。
お
家
に
帰
っ
た
ひ
よ
こ
の
声
は

ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

「いないいないばあ」
さく：松谷みよ子
え：瀬川康男
童心社

「とりかえっこ」
さく：さとうわきこ
え：二俣英五郎
ポプラ社
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お
母
さ
ん
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
気
を

つ
け
て
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

　

選
ん
だ
絵
本
は
い
き
な
り
読
ま
ず
に
必

ず
自
分
で
も
目
を
通
し
、
声
に
出
し
て
読

ん
で
く
だ
さ
い
。
余
裕
を
持
っ
て
読
ん
で

あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

絵
本
を
読
む
と
き
は
、
速
く
読
み
す
ぎ

ず
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

　

一
冊
の
本
を
何
度
も
読
ん
で
、
と
言
わ

れ
た
ら
、
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
が
自
然
に
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
の

一
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
な
が
ら
大
人
の

心
も
知
ら
な
い
う
ち
に
癒
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
…
。
絵
本
に
年
齢
は
な
い
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

自
分
で
読
ん
だ
絵
本
の
中
で
、
何
か
一
つ

で
も
心
に
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
、

大
き
く
な
っ
て
も
覚
え
て
い
て
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う

本
を
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継
い
で
い
く
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

を
素
晴
ら
し
い
絵
本
の
世
界
へ
導
い
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。

金子図書館司書
　永井千恵さん

� � � � � � �
塩川小学校ＰＴＡ母親文庫　横山佳栄さん

　私たちが選んだ『まゆとおに』はとても絵がきれいでかわいら
しく、言葉のやり取りもとてもテンポがよく引き込まれます。
　やまんばの娘のまゆは小さいかわいい女の子です。ある日ま
ゆは鬼と出会いますが、まゆは鬼というものを知りません。まゆ
は、鬼が自分を大鍋で煮て食べてやろうと考えているとは知
らずにかまどを作る鬼の手伝いをします。そのあと、お湯が沸い
て、ニヤニヤしている鬼を見てまゆがたずねます。「どうして笑
っているの？」。鬼が答えます。「いや、なに。もうじき熱い風呂に
入れると思うとうれしくてな」。それを聞いてまゆは親切心から
「お先にどうぞ」と鬼を大鍋に投げ入れてしまいます。このあとま
ゆと鬼はどうなったでしょうか…。
　子育てや子どもたちの成長過程でますます人間関係が希
薄になる社会の中で、こうした絵本を通して、心の交流ややさ
しさ、親のしつけやあり方までも考えることができました。

�����������������������	�

開館時間■９：３０～１８：００（土、日曜日は１７：００）
休 館 日■月曜日、祝日、月末日、年末年始、
　　　　　特別整理月間
※本を借りるのは無料です。
【本を借りるとき】

○１人１０冊（丸子、東部、上田、坂城、青木、真田、
移動図書館の６館あわせて）３週間借りられます。
○借り方は簡単、初めて借りるときに申込書に書け
ば、その場で利用者カードが作られます。（住所の
確認のできるものをお持ちください。）
○利用者カードでは６館どこからでも借りられます。
【本を返すとき】

○６館どこへでも返本できます。図書館が閉まって
いるときは、返本ポストへお返しください。

図 書 館 の 利 用 案 内

至中丸子�至中丸子�

西沢時計店�
西
友�

岡田屋�
中
央
病
院�

理容�

たつみや�

農協�

役場�

消
防
署�

至
鹿
教
湯�

奈良堂�

校　庭�

小林歯科�

※こちらからの進入は�
　　交通規制（時間）あります。�

至腰越�至腰越�

中央小学校�

図書館�

図 書 館 は こ こ で す よ

������������������������
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環
境
問
題
や
少
子
・
長
寿
社
会
へ

の
突
入
、
国
際
化
、
情
報
化
の
進
展
、

町
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
社

会
・
経
済
環
境
そ
の
も
の
が
大
き
く

姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

�　

平
成
十
二
年
四
月
に
は
、
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治

体
の
役
割
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変

わ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
や
Ｉ
Ｔ
革

命
へ
の
対
応
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
知

恵
を
出
し
合
っ
て
行
政
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�　

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
の

確
立
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�　

生
活
関
連
施
策
の
整
備
や
教
育
、

福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
、
町
民
生
活

の
安
定
と
向
上
に
欠
か
せ
な
い
事
業

は
、
着
実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

�　

職
員
数
の
適
正
な
管
理
や
配
置
、

給
与
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

�　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
計
画
的
な

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

�　

時
代
の
変
化
へ
の
対
応
や
、
行
政

の
守
備
範
囲
を
明
確
に
し
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

�　

事
務
事
業
の
企
画
・
立
案
に
は
、

費
用
対
効
果
の
視
点
を
今
ま
で
以
上

に
加
え
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

�　

改
革
へ
の
五
つ
の
視
点
を
基
本
方

針
に
据
え
て
行
政
改
革
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

①
資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
た
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
推
進

②
地
方
分
権
の
推
進
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
革
命
へ
の
対
応
な
ど

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
の
実

現　
③
厳
し
い
財
政
環
境
に
お
け
る
弾
力

的
財
政
運
営

④
町
民
に
開
か
れ
た
行
政
の
実
現

⑤
行
政
の
情
報
化
施
策
の
推
進

�　

行
政
改
革
の
六
つ
の
柱
を
定
め
、

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し
と
財
政
の
健

全
化

②
行
政
の
情
報
化
な
ど
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

③
公
平
性
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

④
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

⑤
定
員
お
よ
び
給
与
の
適
正
化
と
人

材
育
成

⑥
利
用
者
本
位
の
公
共
施
設
の
管
理

運
営                        

　

平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度

を
目
標
期
間
と
し
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
具
体
的
な
数
値
目
標
を

設
定
し
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。  

�　

事
務
事
業
の
見
直
し
と
財
政
の
健

全
化

　

ア　

事
務
事
業
の
見
直
し

　
　

・
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

　

目
的
を
達
成
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
費
用
対
効
果
の
均
衡
を
失
し

た
制
度
お
よ
び
行
政
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
超
え
る
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
り
ま
す
。

　

イ　

外
部
委
託
・
民
間
活
力
の
導
入

・
事
務
事
業
の
外
部
委
託
・
民
間

活
力
の
導
入
や
公
共
工
事
の
設
計
、

建
設
、
維
持
管
理
及
び
運
営
に
、

民
間
の
資
金
等
を
活
用
す
る
方
法

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の 
調
査
、
研
究
を
行

い
ま
す
。

　

ウ　

財
政
の
健
全
化

　

①
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

・
終
期
を
定
め
る
方
式
（
サ
ン
セ

ッ
ト
方
式
）
に
よ
り
廃
止
、
縮
減
、

統
合
、
終
期
の
明
確
化
等
補
助
金

等
の
整
理
合
理
化
を
行
い
ま
す
。

《
新
た
な
改
革
の
必
要
性
》

《
改
革
の
視
点
》

《
目
標
期
間
》

《
数
値
目
標
の
設
定
》

《
行
政
改
革
の
推
進
策
》

丸子町行政改革取組みの経緯

・本町の行政改革は、昭和６１年に行革
推進委員会の答申を受け、行政改革大
綱を作成。４０項目にわたる具体的な計
画により事務事業の改革を図ってきま
した。
・平成８年８月、行政改革推進委員会
からの答申を受けて新たに行政改革大
綱を作成しました。
・平成１０年１２月、平成８年８月に策定
した行革大綱を、国の新指針等との整
合性を図りながら発展的に見直しを行
いました。
　これらの取り組みにより、組織・機
構の簡素合理化、事務事業の整理合理
化、職員の能力開発の推進、定員管理
の適正化、町民サービスの向上など行
財政全般にわたり継続的に行政改革に
取組み、一定の成果を上げてきました。
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広
域
利
用
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
し

ま
す
。

カ　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
調
査
研
究

　

日
常
生
活
圏
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、

町
民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
の
連

携
に
よ
る
広
域
行
政
の
展
開
と
並
ん

で
、
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
に
つ

い
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

�　

利
用
者
本
位
の
公
共
施
設
の
管
理

運
営 

ア　

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
推

進 ・
利
用
者
本
位
の
施
設
利
用
が
で

き
る
よ
う
管
理
委
託
等
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

イ　

施
設
の
有
効
利
用
と
利
用
料
金

の
適
正
化

・
施
設
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が

ら
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
機

能
・
運
営
方
法
、
経
費
面
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
検
討
し
ま
す
。

�　

改
革
の
推
進
体
制

　

町
民
の
理
解
と
協
力
の
下
に
、
計

画
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
町
は
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
、
行
政
改
革
推
進

本
部
・
各
部
会
・
各
課
・
職
員
と

連
携
を
取
り
、
行
政
改
革
を
推
進

し
ま
す
。

�　

改
革
の
実
施
、
公
表
、
評
価
等 

　

ア　

改
革
の
実
施

　

①　

実
施
計
画
の
策
定

　

・
目
標
年
度
、
担
当
課
等
具
体
的

な
実
施
事
項
を
定
め
た
行
政
改
革

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

・
行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
毎
年
度
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

②　

個
別
計
画
の
策
定

　
　

・
個
別
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

　

イ　

行
政
改
革
の
公
表
、
評
価

　

・
毎
年
度
、
行
政
改
革
の
実
施
状

況
を
わ
か
り
や
す
く
公
表
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
等
を
取
り
入

れ
、
評
価
し
、
行
政
改
革
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

②
中
長
期
的
財
政
基
盤
の
強
化 

・
財
源
の
確
保
等
財
政
基
盤
の
確

立
、
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

③
未
収
金
の
収
納
確
保

・
税
お
よ
び
税
外
収
入
の
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
定
め
着

実
に
実
施
し
、
財
源
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

�　

公
平
性
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

　

ア　

情
報
公
開
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

イ　

個
人
情
報
保
護
制
度
の
適
正
な

運
用
に
努
め
ま
す
。

　

ウ　

行
政
手
続
き
等
の
適
正
化

・
行
政
手
続
き
制
度
の
適
正
な
運

用
を
図
り
ま
す
。

エ　

契
約
、
入
札
制
度
の
改
善
、
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

オ　

監
査
機
能
の
強
化

・
監
査
機
能
の
強
化
に
努
め
、
外

部
監
査
制
度
の
調
査
、
研
究
を
行

い
ま
す
。

カ　

広
報
広
聴
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

�　

組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

ア　

時
代
に
即
し
た
組
織
・
機
構
の

見
直
し

・
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
組
織
運
営

を
図
り
ま
す
。

イ　

外
郭
団
体
の
運
営
業
務
の
見
直

し
を
進
め
ま
す
。

�　

定
員
お
よ
び
給
与
の
適
正
化
と
人

材
育
成
・
確
保

ア　

定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正

化
の
推
進 

・
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
配
慮
し
、
事
務
事
業
の
さ
ら
な

る
見
直
し
を
進
め
定
員
管
理
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

・
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の

均
衡
を
考
慮
し
た
給
与
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

　

イ　

人
材
育
成
・
人
材
確
保

・
他
団
体
と
の
人
事
交
流
や
職
員

研
修
を
推
進
し
、
多
様
化
、
高
度

化
す
る
業
務
内
容
に
適
切
に
対
応

で
き
る
職
員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ウ　

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
適

切
な
人
事
管
理

・
社
会
経
済
環
境
等
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
の
持

っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
く
人
事
異
動
要
綱
の
研
究

な
ど
適
切
な
人
事
管
理
に
努
め
ま

す
。

�　

行
政
の
情
報
化
な
ど
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

　

ア　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
窓
口
の
総
合
化
、
事
務
処
理
の

電
算
化
や
申
請
手
続
き
の
簡
素
化

を
進
め
ま
す
。

・
休
日
等
の
窓
口
の
事
務
の
対
応

な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

イ　

行
政
情
報
化
の
推
進

・
Ｉ
Ｔ
革
命
に
的
確
に
対
応
す
る

電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て
、

効
率
的
・
計
画
的
な
情
報
化
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

ウ　

規
制
緩
和
の
推
進

・
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
り

町
民
の
申
請
等
に
係
る
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　

エ　

多
様
な
行
政
へ
の
取
組
み

・
環
境
の
保
全
や
少
子
・
長
寿
化

社
会
へ
の
対
応
な
ど
行
政
へ
の
多

様
な
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

オ　

広
域
体
制
・
連
携
の
強
化
、
広

域
行
政
の
推
進

・
広
域
的
な
課
題
に
対
応
す
る
共

同
処
理
化
の
検
討
、
公
共
施
設
の

ＰＦＩ：公共工事の
設計、建設、維持管
理及び運営に、民間
の資金とノウハウを
活用し、公共サービ
スの提供を民間主導
で行うことで、効率
的かつ効果的な公共
サービスの提供を図
るという考え方です。

サンセット方式：一
定の時点または定期
的に対象事業の見直
しを行い、継続の必
要性が確認されない
限り、その事業は自
動的に廃止され、予
算は付けられないと
いうものです。

《
改
革
の
推
進
》

  行革
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　昨年の１０月より資源物の分別収集がスタートしましたが、みなさんは排出ルールをきちんと守っていま
すか？　ここでもう一度確認してみましょう。

①　決められた日曜日に出してください。（紙類を出す日にペットボトルなどは出さないでください。）
②　ペットボトルなどは必ず収納容器（網）に入れてください。（ポリ袋では出さないでください。）
③　回収所に入りきらない場合、ダンボールは外に出しておいてください。
④　事業活動による資源物は回収所へは出さないでください。（回収業者に収集委託をしてください。）
⑤　資源物回収所はみなさんが使う施設です。お互いに整理・整頓を心がけましょう。

�����

１）　ひもで束ねて出してください。（ガムテープは使用しない。ひ
もはビニール製でも可。）

２）　ダンボール以外のもの（ボール紙など）を中にはさまないでく
ださい。

���

１）　チラシは除き新聞紙のみをひもで束ねて出してください。
　　（チラシは「その他の紙類」へ）

������

１）　キャップを外してください。
２）　水で軽くすすいでください。
３）　ラベルをはがしてください。
４）　必ずつぶしてから収納容器（網）に入れてください。

�������

１）　汚れの染み込んだものはリサイクルできません。汚れのないも
のを出してください。（汚れたものは細かく割り『プラスチッ
ク・ゴム類』の袋へ入れて、ごみ集積所へ出してください。）

���

１）　汚れたものは必ず洗って出してください。
２）　色付きトレイは『プラスチック・ゴム類』の袋へ入れてごみ集

積所へ出してください。

（7）
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キャップを取る�
（キャップのついているビンは収集しません！）�

中をゆすぐ�

色別に分ける�

透明のビン� 茶色のビン� その他のビン�

����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
																																								









































����������������������������������������
����������������������������������������









































����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�



（8）

���������	��

（8）

介護保険制度
����������
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こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
６
カ
月
間
に
使
え

る
日
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ

ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
な
ど
）
の
使
い
残
し
分
を
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）
の
使
用
日
数
に

振
替
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
振

替
特
例
措
置
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
が
、
さ
ら
に
平
成　

年
１

１３

月
１
日
か
ら
連
続　

日
を
限
度
に
拡
大

３０

さ
れ
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　　

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
介
護
係
ま
た

は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　丸子町在住で介護保険の要介護（要
支援）認定を受けた方は、７８０人です。
（平成１２年１２月１日現在）
その中で在宅サービスを利用している
方は４３４人、施設サービスを利用してい
る方は１３６人います。
　平成１２年４月から１０月までの各サー
ビスの利用状況は、右のとおりです。

支給額 （千円）

388,766施設介護サービス

231,664
訪問通所サービス

（デイサービスや訪問入浴など）

12,494短期入所サービス

 　399福祉用具購入費

　1,094住 宅 改 修 費

634,417合　 計

（9）
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男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

※このコーナーへのご意見ご
感想をお待ちしています。

【宛て先】
　〒386-0404
　丸子町上丸子1488
　丸子町教育委員会
　社会教育課
　TEL42-3147
　FAX42-3148

保
健

ガ
イ
ド

【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３

�������������	
��
�

���������� � �

��������
��������

���������������
�������������

�������

7カ月児健康相談

子育てランドと育児相談
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予　防　接　種
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育 児 セ ミ ナ ー
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乳幼児健康診査
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場　所■丸子町文化会館　小ホール
対　象■女性だけでなくどなたでも参加できます。
受講料■全行程400円（1講座200円）
　　　※2／16�、3／4�は無料
　　　※障害者の方、７０歳以上の方は全行程無料
託　児■ご希望の方は事前にお申し込みください。

受講申込■2月7日�までに丸子町公民館までへお
申し込みください。

　　　　※随時聴講できますのでご連絡ください。
〒３８６-０４０４ 上丸子１４８８ 丸子町文化会館
　現代女性教養大学運営委員会事務局
　�42-3147　FAX42-3148　有線2-4722

機　能　訓　練
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献血の予定
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2月7日�　13：30～15：00
講師■塩田咲子

（高崎経済大学教授）
埼玉県男女共同参画社会審議
会委員

【男女共同参画社会】
「ジェンダーと社会制度」
　～新世紀日本の未来は～

2月21日�　13：30～15：00
講師■川清輝基
　　　（NHK放送文化研究所）
　　　NPO子ども劇場全国センター代表
【教育問題】
「人間になれない子どもたち」
　～現代文明と子どもの発達～

3月4日�　14：20～15：50
講師■星　旦二

（東京都立大大学院教授）
「健康日本２１」計画策定委員

【健康と福祉】
「今日から始まる生き生き健康づくり」
　～元気で年とる大作戦～
※健康と福祉のフェスティバルと同時開催

2月16日�　13：30～15：00
講師■丸子町長
　　　堀　内　憲　明

「２１世紀のまちづくりについて」
　～町長と語ろう車座サロン～

1回目

2回目

3回目

4回目
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト　　　新世紀幕開けイベント

　１２月３１日から１月１日にかけて、新世紀を

祝う幕開けイベントが行われました。

幻想的な冬の世界
鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉鹿教湯温泉
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻幻想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想「幻想（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））（きらめき）冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中冬紀行」開催中

　鹿教湯温泉の氷灯ろうもすっかり冬の風物詩
になりました。氷灯ろうは、五台橋から文殊堂境
内まで続き、灯りがともると辺りは幻想的な世界
に変わります。
　１２月２９日には、点灯式がありました。鬼太鼓座
の太鼓の合図とともに、西内小学校の児童や温泉
客など６０人ほどが２００個近くの氷灯ろうに火をと
もしました。
　期間は２月２８日まで。写真コンテストなども行
われています。詳しくは、１８ページのイベント情
報をご覧ください。

　

　１２月３１日は、丸子町文化会館セレスホールで午後
１１時から鬼太鼓座の皆さんによる越年記念公演が
開かれ、約７００人の来場者でにぎわいました。
　午前０時のカウントダウン後は、新世紀一番太鼓、
屋台ばやし、大太鼓などが行われ、勇壮な太鼓の響
きに酔いしれました。

　１月１日の朝、総合体育館で新年恒例の元旦マラ
ソンが行われ､２５０人が参加し新世紀を走り初めま
した。1.5kmと３ｋｍのコースに分かれ総合体育館
周辺を走り、完走者には雑煮などがふるまわれまし
た。
　また、前夜公演を行った鬼太鼓座の皆さんも参加
者とともに３ｋｍを走り、ゴール後は太鼓演奏をし
新年を祝いました。
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「丸子町の無形文化財」は２月１日から金子図書館で一般公開します。（開館日のみ）
また、平成１３年度では、どんど焼き、春祭りなどの年中行事を題材にした編集を予定
しているほか、「依田社の記録」など貴重な映像資料の保存に取り組みます。

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無 病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病 息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息 災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災 をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈 りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり無 病 息 災 を 祈 り

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど 焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼 きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき　　 　 　 ど ん ど 焼 き
　１月１３日、１４日と各地でどんど焼きが行われました。
　１月１５日には、依田保育園で園児と老人クラブ飯沼さつき会
の皆さんによるどんど焼きが行われました。竹で作った骨組み
にだるまやしめ飾りを付けました。高さ８メートルほどあるや
ぐらは勢いよく燃え上がり、園児たちからは歓声が上がりまし
た。１月１２日に作った『稲の花』や『繭玉』『小判』なども柳の
枝にさして火であぶり、風邪をひかないようにとほおばりまし
た。さつき会の会長竹花茂男さんは「子どもたちと昔ながらの
行事を行うのも楽しみの一つです」と話されました。

新年祝賀式
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丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸 子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町 無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無 形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形 文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文 化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化 財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの丸子町無形文化財の

映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映 像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像 資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資 料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披 露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露 目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目映像資料お披露目

　１月１２日、新年祝賀式が丸子町文化会館で開かれ、信州丸子
太鼓保存会の皆さんによる「２１世紀初陣太鼓『鼓城（かなめ）』」
の演奏披露と映像資料「丸子町の無形文化財」の公開がありま
した。
　丸子太鼓保存会は昭和４４年に結成され､木曽義仲挙兵太鼓などを継承してきました。今回できた新曲『鼓城（かなめ）』
は躍動感あるリズミカルな曲で、愛知県にお住まいの吉村城太郎さんの作曲。丸子太鼓保存会では２年にわたり練習を積
んできました。新春にふさわしく、力強い太鼓の音が響き渡りました。

　２０世紀の映像資料を２１世紀に継承するためにデジタル化した「丸子町の無形文化財」。

　無形文化財は、 尾野山三頭獅子 、
お ん や ま み か し ら ぐ し

 尾野山式三番叟 、
おのやましきさんばそう

 依田神社大神楽獅子舞 、
よ だ じ ん じ ゃ だ い か ぐ ら し し ま い

 腰越諏訪神社御柱御練 り、
こしごえすわじんじゃおんばしらおね

 高梨三頭獅子 で、
たかなしみかくらぐし

映像は、丸子テレビ放送株式会社から提供していただき、マルチメディア研究センターの協力により制作しました。今回

収録した映像は、約５０分ほどのダイジェスト版で１枚のＤＶＤに収録され、儀式別や役柄別などのメニューもあります。

ＤＶＤ
（Digital　
Versatile　Disc）
デジタル・バーサタ
イル・ディスク：
高画質・高容量の音
声・映像、コンピュ
ーター・データを蓄
積できる次世代の情
報記録媒体です。

尾野山三頭獅子尾野山三頭獅子 尾野山式三番叟尾野山式三番叟
依田神社依田神社

大神楽獅子舞大神楽獅子舞
腰越諏訪神社腰越諏訪神社
御柱御練り御柱御練り 高梨三頭獅子高梨三頭獅子
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　新春恒例の丸子町消防団出初め式が１月１４日、丸子中央小
学校体育館で開かれました。あいにくの雪降りでしたが、５１６
人の団員が参加しました。
　式典では、ラッパ吹奏の模範演技や消防音楽隊の演奏、消
防功労者の表彰などが行われました。式典の中で、上原栄一
団長は「自らの町は、自らの手で守るという精神にのっとり、
町民の生命・財産を守っていきたい」と述べられました。
　式典後は街中を団員全員による分列行進が規律正しく行わ
れました。

消
防
功
労
者

出
初
め
式
で
表
彰
さ
れ
た

皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団

第
一
＝
西
内

第
二
＝
東
内

第
三
＝
丸
子

第
四
＝
依
田

第
五
＝
長
瀬

第
六
＝
塩
川

県
消
防
協
会

《
長
野
県
功
績
章
》

伊
澤　

康
浩
（
第
三
）

 
《
県
功
労
章
》　
　

５
人

久
保
田
荘
司
（
本
部
）

小
山　

厚
志
（
本
部
）

黒
岩　

祐
一
（
第
一
）

大
野　

英
雄
（
第
三
）

金
子　

和
夫
（
第
六
）

《
県
努
力
章
》　
　

５
人

川
井　

正
明
（
第
五
）

齋
藤　

一
生
（
第
一
）

草
間　

達
哉
（
第
二
）

清
水　

晴
雄
（
第
四
）

山
岸　

誠
司
（
第
五
）

《
県
精
績
章
》　
　

７
人

今
井　

敏
広
（
本
部
）

佐
藤　

久
男
（
第
二
）

下
村　

直
幸
（
第
三
）

山
本　
　

誠
（
第
三
）

西
嶋　

和
幸
（
第
五
）

吉
池　

博
幸
（
第
六
）

渡
辺
好
太
郎
（
第
六
）

《
県
技
術
章
》　
　

５
人

○
ポ
ン
プ
操
法

竹
花　

純
一
（
第
三
）

三
浦　

啓
司
（
第
三
）

○
ラ
ッ
パ
吹
奏

斎
藤　
　

聖
（
第
一
）

岩
下　

孝
之
（
第
五
）

小
相
澤
隆
幸
（
第
五
）

《
県
精
勤
章
》　
　
　

人
２９

生
田　

淳
一
（
第
一
）

永
井　

丈
夫
（
第
一
）

斎
藤　
　

久 
（
第
一
）

我
山　

克
巳
（
第
一
）

青
木　

正
光
（
第
二
）

銭
澤　
　

真
（
第
二
）

滝
沢　
　

淳
（
第
二
）

真
壁　

武
彦
（
第
二
）

滝
澤　

常
夫
（
第
三
）

中
沢　

国
男
（
第
三
）

三
浦　

啓
司
（
第
三
）

高
原　

浩
紀
（
第
三
）

宮
坂　

裕
志
（
第
三
）

依
田　

精
一
（
第
三
）

柴
田　

陽
一
（
第
三
）

清
水　

貞
海
（
第
四
）

矢
ケ
崎　

厚
（
第
四
）

春
原　

武
彦
（
第
四
）

上
野　

達
人
（
第
四
）

丸
山　

弘
文
（
第
五
）

丸
山　

聖
徳
（
第
五
）

山
岸　

利
文
（
第
五
）

池
内　
　

功
（
第
五
）

堀
内　

尚
彦
（
第
六
）

吉
池　

幸
夫
（
第
六
）

齋
藤　
　

篤
（
第
六
）

田
中　

栄
治
（
第
六
）

笹
沢　

克
之
（
第
六
）

鷹
野　

良
彦
（
第
六
）

上
小
消
防
協
会

《
上
小
功
績
章
》　

８
人

齋
藤　

宏
善
（
第
一
）

滝
沢　

勇
人
（
第
一
）

岡
田　

勝
利
（
第
二
）

櫻
井　

一
徳
（
第
二
）

丸
山　

和
男
（
第
三
）

金
子　

貴
士
（
第
四
）

滝
澤　

秀
幸
（
第
四
）

青
木　

信
雄
（
第
五
）

《
上
小
功
労
章
》　
　

人
２４

山
岡　

和
久
（
第
一
）

池
内　

克
美
（
第
一
）

春
原　

政
幸
（
第
一
）

木
内
寿
美
彦
（
第
二
）

岡
崎　

勝
司
（
第
二
）

山
本　

正
樹
（
第
二
）

藤
原　
　

和
（
第
三
）

工
藤　

有
通
（
第
三
）

矢
沢　

克
晃
（
第
三
）

中
沢　

民
也
（
第
三
）

戸
堀　

宏
樹
（
第
三
）

永
井　

正
志
（
第
四
）

西
藤　

高
司
（
第
四
）

橋
本　

昭
幸
（
第
四
）

滝
澤　

康
幸
（
第
四
）

小
相
澤　

稔
（
第
五
）

村
松　

裕
充
（
第
五
）

山
岸　

大
作
（
第
五
）

小
松　

俊
明
（
第
六
）

滝
沢　

一
幸
（
第
六
）

永
井　
　

隆
（
第
六
）

上
野　

和
憲
（
第
六
）

北
沢　

貞
徳
（
第
六
）

下
島　

隆
志
（
本
部
）

丸
子
町

《
功
労
章
》　
　
　
　

人
３７

木
ノ
井
智
幸
（
第
一
）

高
原　

浩
紀
（
第
三
）

三
浦　

啓
司
（
第
三
）

工
藤　

有
通
（
第
三
）

矢
沢　

克
晃
（
第
三
）

中
沢　

民
也
（
第
三
）

下
村　

文
彦
（
第
三
）

下
村　

英
樹
（
第
三
）

長
張　

克
則
（
第
三
）

下
村　

邦
好
（
第
三
）

春
日　
　

剛
（
第
三
）

小
林　

克
之
（
第
三
）

窪
田　
　

正
（
第
三
）

柳
沢　

一
幸
（
第
三
）

加
藤　

真
純
（
第
四
）

成
沢
二
三
男
（
第
四
）

田
中　

日
里
（
第
四
）

東
山　
　

徹
（
第
四
）

清
水　

新
二
（
第
四
）

高
井　

浩
臣
（
第
四
）

小
山　

秀
永
（
第
四
）

竹
花　

一
男
（
第
四
）

大
井　

博
志
（
第
四
）

水
科　

和
寿
（
第
四
）

滝
沢　

安
志
（
第
四
）

丸
山　

勝
昭
（
第
五
）

久
保
田
政
博
（
第
五
）

小
須
田
幸
夫
（
第
五
）

春
原　
　

茂
（
第
五
）

永
井　
　

隆
（
第
六
）

小
松　

好
郎
（
第
六
）

小
松　

弘
俊
（
第
六
）

笹
沢　

貴
弘
（
第
六
）

近
藤　
　

明
（
第
六
）

上
野　

道
夫
（
音
楽
隊
）

今
井
美
智
子
（
音
楽
隊
）

武
重　
　

功
（
音
楽
隊
）
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今
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
の
申
告
相

談
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成
十
二
年
中

に
得
た
所
得
に
つ
い
て
、
三
月
十
五

日
ま
で
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
都

合
の
上
、
な
る
べ
く
役
場
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
さ
れ
た
所
得
は
、
町
県
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
使
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
福
祉
年
金
や
児

童
手
当
な
ど
の
給
付
金
の
支
給
判
定

に
使
わ
れ
た
り
、
所
得
証
明
の
発
行

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
給

付
が
一
時
停
止
さ
れ
た
り
、
証
明
書

が
発
行
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
支
障
が

で
ま
す
。
期
間
内
に
申
告
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

申
告
書
は
会
場
で

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
配
布
し
ま

せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
す
る
収

支
内
訳
書
な
ど
に
記
入
し
て
か
ら
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
し
た
人
。

②
給
与
だ
け
の
人
で
勤
務
先
で
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
る
人
。

③
他
の
人
の
扶
養
親
族
等
に
な
っ
て

い
る
人
で
、
所
得
が
な
か
っ
た
人
。

以
上
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人

で
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、

丸
子
町
に
住
所
が
あ
る
人
は
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

●
所
得
金
額
の
計
算
と
申
告
に
必
要

な
帳
簿
、
書
類
。

●
生
命
・
損
害
保
険
保
険
料
領
収
書

ま
た
は
支
払
証
明
書
。

●
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
。

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
。

●
印
鑑
。

●
配
布
さ
れ
て
い
る
「
所
得
の
申
告

に
つ
い
て
」

申告期間2/16～3/15

役場　税務課　町民税係
　　�42－1030
　　有線2－4522

所得の申告は�
　お早めに！�

平成１２年分　所得申告相談日程表
対 象 地 区申 告 会 場曜　日月　日

全　 地　 区丸 子 町 役 場

金２．１６
月　　１９
火　　２０
水　　２１
木　　２２

東　内榎 実 の 家金　　２３
西　内基幹集落センター月　　２６
生　田熊の森センター火　　２７
御岳堂熊の森センター水　　２８

塩　川
石 井 公 民 館木３．１
南 方 公 民 館金　　２

長　瀬
町 民 セ ン タ ー月　　５
町 民 セ ン タ ー火　　６

全　 地　 区丸 子 町 役 場

水　　７
木　　８
金　　９
月　　１２
火　　１３
水　　１４
木　　１５

◆　おねがい　◆
１　受付時間は、各会場とも午前９時から１１時まで、午後１時から４時までです。
２　旧丸子地区の方は役場で申告してください。申告期間中、特に日を定めません
が、ご都合のうえなるべく早く申告を済ませてください。（ただし、２月２３日から
３月６日までは除く）
３　営業所得・譲渡所得などで税務署から所得税の申告日を指定された方は、指定
日に指定の場所で申告してください。
４　土地建物等を売却し所得のある方で、税務署から申告日を指定されていない方
のうち町の税務課で相談される方は、役場の申告会場へお出かけください。
※上記日程のとおり２月２３日から３月６日まで、役場の申告受付はできませんので、
恐縮ですが、ご理解ご協力をお願いします。

役
場
で
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
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役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158
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 4日　仕事始め式
 8日　成人式
12日　新年祝賀式
14日　消防出初式
27日　文化財防火デー防御訓練

（南方薬師堂）
29日　とんぼはうす開所式

��� �� 

2月は
北方領土返還運動全国強調月間
青少年に有害な社会環境排除県民運動強化
月間
省エネルギー月間
物を大切にする県民運動強調月間

 1日　生活習慣予防週間（～7日）
 7日　北方領土の日
11日　建国記念の日
16日　所得税の確定申告と納税

（～3月15日）
18日　ながの飯山国体（～21日）
20日　旅券の日

�����
���

町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

　 　 あたたかい心
・ 株式会社キャステク　様　電気毛布１０枚
以上、町にご寄付いただきました。

・斎藤鈴子　様　雑巾２００枚
・城下一二三　様　クボタラクター１台
・丸子郵便局　様　２９,１００円
・東京丸子会　様　１００,０００円
・ふれあいコンサート　様　４７,７１８円
　（中丸子区、中丸子ときわ会、邦楽「ゆめ」、カネボウベルプラザ、
さうんど川上、丸子町混声合唱団、丸子中央小学校合唱クラブ・金
管クラブ、中丸子保育園、中丸子区役員、ほか聴衆の皆さん）
・丸子町商工会女性部　様　５０,０００円
・北信ヤクルト販売会社　様　２０,０００円
以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付い
ただきました。
・ ろうきん丸子支店　様　歩行器２台
・ 日本禁煙友愛会丸子支部　様　大型タオル７６枚
以上、陽寿荘にご寄付いただきました。厚く御礼申し上げます。

　　 一円玉募金　ご協力ありがとうございました。
　丸子町赤十字奉仕団、丸子町連合婦人会で行いました
「一円玉募金」には多くの方にご協力をいただきありがと

うございました。総額は５７３,３５３円となりました。この募金は次の
通り、各施設で活用させていただきました。
　特寿荘……………４０,０００円　
　陽寿荘……………４０,０００円　
　敬老園……………４０,０００円　
　山の子学園………４０,０００円　
　とんぼはうす……４０,０００円
※残金については、町民の皆さんへ還元で
　きる福祉事業を実施する予定です。

　 工事請負契約の公表（1件５，０００万円以上）

【工事名】平成１２年度緊急地方道路整備事業臨時交付金（Ａ）
　　　　　町道宮沢霊泉寺線改良工事（寺前橋）変更請負契約
�変更後の契約金額　６５，１７３，５００円
�請負業者　青木建設工業株式会社（丸子町大字上丸子１７０６番地）
　　　　　　代表取締役青木英友
【工事名】平成１２年度丸子町スポーツ施設改修事業
　　　　　総合体育館・グラウンドトイレ改修工事
�契約金額　５０，６１０，０００円
�請負業者　青木建設工業株式会社（丸子町大字上丸子１７０６番地）
　　　　　　代表取締役青木英友
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まるこ２００１
健康と福祉のフェスティバル
テーマ
「２１世紀の新しい健康づくり～主役はあなた自身です～」

日時■３月４日(日)　１０：３０～１６：００
場所■丸子町文化会館
内容■
＜午前＞健康相談、介護用品の展示コーナー、
　　　　各種団体の紹介など
＜午後＞保健補導員による寸劇
　　　　介護保険、介護予防事業に関連した発表
　　　　アトラクション
　　　　特別講演
　　　　 「今日から始まる　生き生き健康づくり」
　　　　　　　～元気で年とる大作戦～
　　　　講師：星　旦二氏
　　　　　　（東京都立大学　大学院教授、
　　　　　　　健康日本２１計画策定検討委員）

��������	
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　２１世紀を迎えるにあたり、すべての人がすこやかで心豊かに
生活できる活力ある社会とするために、国は「２１世紀における
国民健康づくり運動（健康日本２１）」の推進を提言しました。
これは、壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸などを目指すもの
であり、行政のみならず、住民や関係団体などの積極的な参加
および協力を得ながら、国民の主体的な健康づくりを総合的に
推進しようとするものです。

　
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
か
ら
「
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
人
が
、
命
あ
る

動
物
を
虐
待
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
動
物
の

共
生
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
習
性
を

考
慮
し
て
適
正
に
取
り
扱
う
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

動
物
の
飼
い
主
は
、
命
あ
る
も
の

で
あ
る
動
物
の
所
有
者
と
し
て
の
責

任
を
十
分
に
自
覚
し
、
そ
の
動
物
を

正
し
く
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
動
物
の

健
康
を
守
り
、
ま
た
人
に
危
害
を
加

え
た
り
、
迷
惑
な
ど
を
か
け
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
動
物
に
よ
る
感
染
症
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
名
札

や
標
識
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り

動
物
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

　

動
物
取
扱
業
者
（
動
物
の
販
売
、

保
管
、
貸
出
し
、
訓
練
、
展
示
業
な

ど
）
に
は
、
都
道
府
県
知
事
へ
の
届

出
義
務
が
科
せ
ら
れ
、
ま
た
、
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
基
準
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
施

設
や
動
物
の
取
扱
い
方
法
な
ど
に
問

題
が
あ
る
場
合
に
は
、
改
善
を
す
る

よ
う
勧
告
・
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
必
要
な
場
合
に
は
立
入
検
査
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

虐
待
や
遺
棄
に
対
す
る
罰
則
の
適

用
対
象
（
愛
護
動
物
※
①
）
と
し
て
、

飼
育
さ
れ
て
い
る
爬
虫
類
が
新
た
に

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
殺
傷
し
た

者
に
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

百
万
円
以
下
の
罰
金
、
み
だ
り
に
愛

護
動
物
を
虐
待
し
、
ま
た
は
遺
棄
し

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
等

罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

　

地
方
公
共
団
体
は
、
動
物
取
扱
業

者
へ
の
立
入
検
査
や
動
物
の
愛
護
と

管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
う
専
門
職

員
と
し
て
、
動
物
愛
護
管
理
員
な
ど

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
と
協
力
し
て

地
域
に
お
け
る
動
物
の
愛
護
と
適
正

な
飼
養
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
動

物
愛
護
推
進
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
知
事
は
、
多
数
の
動
物

を
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
の
生
活

環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と

る
よ
う
勧
告
・
命
令
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　 

※
①　

愛
護
動
物
と
は
、
牛
、
馬
、

め
ん
羊
、
や
ぎ
、
犬
、
ね
こ
、
い
え

う
さ
ぎ
、鶏
、い
え
ば
と
、あ
ひ
る
、そ

の
他
、
人
が
飼
っ
て
い
る
哺
乳
類
、

鳥
類
ま
た
は
爬
虫
類
で
す
。
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新
し
い
世
紀
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

時
は
刻
一
刻
と
流
れ
て
い
ま
す
が
、

い
っ
た
い
、
人
間
と
い
う
の
は
何
時

間
く
ら
い
生
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

と
―
。

　

人
間
に
も
寿
命
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
い
か
に
長
寿
社
会
と
は
い

え
、
三
百
年
も
四
百
年
も
生
き
る
こ

と
は
、
現
代
の
医
学
を
も
っ
て
し
て

は
、
と
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
た
い
て
い
る
と
、

い
つ
か
は
石
油
が
な
く
な
り
、
火
は

消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
石

油
を
補
給
す
れ
ば
再
び
火
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
人

間
の
命
と
い
う
の
は
、
一
度
消
え
て

し
ま
う
と
補
給
は
き
き
ま
せ
ん
。
そ

の
限
界
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
に
、
こ
ん
な
面
白
い
記
録
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
間
は
、
ど
こ
の

誰
さ
ん
に
と
っ
て
も
対
等
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
一
緒
な
の
で
す
。

◇
人
間
が
七
十
五
年
間
生
き
た
と

す
る
と
、
二
万
七
千
三
百
七
十

五
日
と
な
る
。

◇
時
間
に
換
算
す
る
と
六
十
五
万

七
千
時
間
。

◇
一
日
に
八
時
間
の
睡
眠
時
間
を

と
っ
た
と
す
る
と
、
一
年
間
の

睡
眠
時
間
は
二
千
九
百
二
十
時

間
。

◇
七
十
五
年
間
の
睡
眠
時
間
は
二

十
一
万
九
千
時
間
と
な
る
。

◇
こ
れ
を
差
引
い
た
起
き
て
い
る

時
間
、
つ
ま
り
考
え
て
い
る
時

間
は
四
十
三
万
八
千
時
間
。

　

考
え
て
み
れ
ば
人
間
一
人
の
人
生

は
意
外
と
短
い
も
の
で
す
。「
生
き

る
」
い
う
の
は
、
誰
も
が
対
等
に
持

っ
て
い
る
こ
の
時
間
を
消
費
し
て
い

く
営
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
決
め

ら
れ
た
持
ち
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
が
生
き
方
を
決
め
る
要
で
あ
り
、

充
実
し
た
生
き
方
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
あ
た
っ
て
、

他
人
の
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
自
分
の

生
き
方
と
生
き
て
き
た
足
跡
を
、
か

み
し
め
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。私
た
ち
は
、大
勢
の
人
前
に
堂
々

と
自
分
を
さ
ら
せ
る
生
き
方
を
し
て

き
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
新
し
い
生
き
方
の
第
一

歩
が
踏
み
出
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
す
。

　

他
人
の
持
ち
時
間
に
食
い
込
ん
で

生
き
甲
斐
を
妨
害
し
た
り
、
差
別
を

す
る
愚
か
さ
も
確
実
に
見
え
て
く
る

も
の
で
す
「
生
き
る
時
間
」
を
か
み

し
め
る
―
。�
人
権
の
世
紀
�
の
出
発

は
、
ま
ず
、
こ
こ
か
ら
で
す
。

文
・
田
村
正
男

�
�
�
�
�

 ■人 ■権■ひ ■ろ ■ば 

『遠くより近くを『遠くより近くを』』
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辰ノ口分館長　 深 井 茂 次
　辰ノ口公民館では、毎年、年３回の同和教育学習会
を開催しています。今年度の同和教育学習のテーマは
「人権について考えよう」と決め、第１回は６月に
『あなたへのメッセージ』のビデオを見て人権につい
て考えました。
　第２回は９月に実施しましたが、「男女共同参画基本
法」が制定された時期でもありましたので、女性の人
権について学習しました。
　最初に『今、男たちが変わりはじめる』のビデオ鑑
賞のあと丸子町女性行動計画推進委員会学習部長の倉
石貞子さんのお話を聞きました。開口一番、「男性が変
われば世の中は変わる」と言われました。まさにその
通りであると思いました。特に、被差別部落の女性は、
女性差別・部落差別の二重の差別に苦しめられてきた
のです。女性問題は、男性の問題でもあって、共に支
えあうことが大切だというお話があって、参加者の感

銘深い学習会になりました。
　第３回は１２月に、「人権が尊重される地域を願って」
と題して、丸子中学校長の石川武文さんのお話を聞き
ました。人権問題は自分の問題であるということをお
聞きし、２１世紀に生きる私たちの重要な課題であるこ
とを学びました。
　人権の世紀として、差別のない、明るい地域社会を
目指し、行動していかなければならないと思います。
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丸
子
町
の
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

ん
、
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。
私
は
今
、
ス
イ

　
　
　
　

ス
の
友
人
の
家
に
い
ま
す
。

　
　
　

今
回
は
、
皆
さ
ん
に
寂
し
い
お

　

知
ら
せ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｐ
が
昨
年
の
十
二

月
で
活
動
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
キ
ャ
ス
ト
が
こ
の
事
実
を
聞

い
た
の
は
、
冬
期
休
暇
す
る
ほ
ん
の
一

週
間
前
で
し
た
。
私
自
身
も
英
語
に
も

慣
れ
て
こ
の
休
暇
明
け
か
ら
の
活
動
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
の
で
大
変
残
念
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
五
カ
月
間
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た

若
者
た
ち
と
時
に
は
笑
い
時
に
は
協
力

し
合
い
、
そ
し
て
涙
し
て
言
葉
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
、

宝
物
で
す
。
そ
し
て
改
め
て
日
本
文
化

の
重
さ
、
日
本
人
の
温
か
さ
、
ぬ
く
も

り
を
知
り
、
ま
た
自
分
が
住
む
こ
の
丸

子
町
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら

こ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ

の
旅
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
言
葉
に
で
き
な
い
思
い
出
、

経
験
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｗ

Ｐ
の
日
記
は
こ
れ
で
終
わ
り
と
な
り
ま

す
が
、
ま
た
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る

機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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アップウィズピープル
（ＵＷＰ）活動休止

　柳澤さんの文章にもありま
したが、昨年の１２月をもって
３５年間にわたるＵＷＰの活動
が財政的理由から休止となり
ました。
　町としても過去５年間、Ｕ
ＷＰを受け入れてきた経過が
あり、この決定は大変残念に
思います。しかし、ＵＷＰが
縁で米国コロラド州ブルーム
フィールド市と交流が始まっ
たのも事実です。現在、国際
交流事業を進める会の皆さん
により人的交流活動が進めら
れています。平成１３年度から
ＵＷＰの国際交流事業はあり
ませんが、ブルームフィール
ド市との姉妹都市提携に向け、
より充実した交流活動を進め
ていきたいと考えています。 ※この手紙は１月８日にいただいたものです。

　柳澤さんは１月１９日に帰国し、１月２２日は、
　町長を表敬訪問しました。



（18）

���������	��

～～～
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
こ
ん
な
講
座
」「
あ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
…
。
平
成
十
三
年
度
の
「
丸
子

町
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
講
座
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
〒
三
八
六－

〇
四
〇
四　

丸
子
町
上
丸
子
一
四
八
八　

丸
子
町
公
民
館

　
　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
係　

�
四
二－

三
一
四
七　

有
線
二－

四
七
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
四
二－

三
一
四
六

��������

�東内・西内コース
　２/１３�・２７�・３/１３�

�腰越・依田コース
　２/１�・１５�・３/１�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　２/６�・２０�・３/６�

�塩川・藤原田コース
　２/８�・２２�・３/８�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　２/７�・２１�・３/７�

�����

写真集

「信州子どもの２０世紀」

信濃毎日新聞社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

明治図書出版馬場桂一郎世界の子どもの遊び事典

自由国民社現代用語の基礎知識

岩 波 書 店石田　晴久新パソコン入門

講 談 社飯島　　治お年寄りが骨折したら

角 川 書 店瀬名　秀明八月の博物館

集 英 社天童　荒太あふれた愛

講 談 社林　真理子ミスキャスト

文 芸 春 秋宮城谷昌光夏姫春秋

あおぞら号

講 談 社佐藤洋二郎 極楽家族 

朝日新聞社篠田　節子 百年の恋  

講 談 社沢地　久枝私のかかげる小さな旗

講 談 社小島　信夫こよなく愛した

理 論 社小宮山量平千曲川  第３部 

海 竜 社フォスタ－敬子一緒にいるのが楽しい人・気疲れする人

鹿教湯温泉　幻想（きらめき）冬紀行 
 氷 灯 篭 の 展 示

期　間■2月28日まで　※夕暮れ時から3時間
場　所■鹿教湯　五台橋から文殊堂境内

���������	
��
��

テ ー マ：イベント氷灯篭および鹿教湯温泉の冬景色

応募作品：カラースライド／３５㍉判以上（プリント添付）、カラ

ープリント／カラープリント４ツ切り（Ｓ４．Ｗ４．

ＲＰを含む）

応募方法：作品の題名・撮影場所・撮影年月日・氏名・年齢・職

業・住所・電話番号・メールアドレスを応募表に明

記し作品裏に張り付け、郵送または持参してくだ

さい。

応 募 先：〒３８６-０３２２　

　　　　　長野県小県郡丸子町鹿教湯温泉１２４３-１

鹿教湯温泉観光協会

きらめき冬紀行

写真コンテスト係

応募締切：３月３１日(土)　必着

「新世紀におくる」

吉田兄弟　三味線コンサート　
日　時■3月2日（金）　
　　　　開場18：00
　　　　開演18：30
場　所■セレスホール
入場料■全席4,000円　
　　　　（当日4，500円）
　　　　※全席指定・税込

第7回 丸子町消防音楽隊 定期演奏会
日　時■2月18日(日)
　　　　開場13：30　開演14：00
場　所■セレスホール
入場料■無料
　＜演奏曲目＞
　　　○歌劇｢アイーダ｣より.行進曲
　　　○ラテンポップ・スペシャル
　　　○宇多田ヒカル・ボーカル・コレクション
　　　　賛助出演：丸子北小学校合唱団、
　　　　　　　　　丸子北小学校6年生全員の器楽合奏

��������������
��������	
�������������	�����
����������	
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������������
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「
こ
い
つ
ぁ
は
、
春
か
ら
演
技
（
縁

起
）
が
い
い
や
」
と
ご
機
嫌
な
の
は
、

め
で
た
く
「
二
ツ
目
」
昇
進
を
果
た

し
た
落
語
家
立
川
ワ
コ
ー
ル
改
め
立

川
談
慶
さ
ん
。
地
元
長
瀬
出
身
の
青

木
幸
二
さ
ん
こ
と
立
川
談
慶
、
立
川

ワ
コ
ー
ル
と
し
て
こ
れ
ま
で
郷
土
に

は
な
じ
み
深
い
が
、
厳
し
い
談
志
師

匠
の
も
と
で
み
っ
ち
り
修
行
を
積
ん

で
九
年
半
、
晴
れ
て
二
ツ
目
と
し
て

高
座
に
上
る
。
そ
し
て
新
世
紀
二
〇

〇
一
年
は
次
な
る
目
標
「
真
打
ち
談

慶
」
を
目
指
し
て
の
門
出
と
な
る
。

　

本
年
春
に
は
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
で
、

二
ツ
目
昇
進
を
祝
い
、
談
志
・
談
慶

師
弟
記
念
落
語
公
演
会
を
開
催
す
る

計
画
を
立
て
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
の

生
ん
だ
落
語
界
の
新
星
、
立
川
談
慶

に
皆
さ
ん
の
温
か
い
激
励
と
応
援
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

笑
う
門
に
は
福
来
る
。
い
ま
一
つ

景
気
の
お
ぼ
つ
か
な
い
年
明
け
で
は

あ
る
が
、
落
語
の
笑
い
で
福
を
呼
び

込
み
、
い
つ
も
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
よ

う
な
新
年
を
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。

（
１
/　

）
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野  

恵 

美

 
  
　
　
　

西
組

う
え 

の 

え 

み

１７

 
宇  

梶  

和 

女

 
  
　
　
　

上
組

う 

か
じ 

か
ず 

め

８０

 
吉  

村  

元 

春

 
  
　
　
　

石
井

よ
し 

む
ら 

も
と 

は
る
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中 　
 
山 　

は　
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中
丸
子

な
か 

や
ま
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滝 　
 
澤 　
 
榮  
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郎
   
　
　
　

腰
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た
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ざ
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え
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じ 
ろ
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小  
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み 
や
ま
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高
梨

た
か
し

８０

 
石 　
 
川 　
 
孝 　
 
之 　
　
　

石
井

い
し 

か
わ 

た
か 

ゆ
き

８２

 
藤 　
 
森 　
 
英 　

明
   
　
　
　

南
方
西
部

ふ
じ 

も
り 

ひ
で 

あ
き

６４

 
田 　
 
村 　

き
く　
　
　
　

中
村

た 

む
ら

８７

 
竹 　
 
花 　
 
久 　

文
   
　
　
　

腰
越

た
け 

は
な 

ひ
さ 

ぶ
み

９０

 
池 　
 
内 　
 
定 　
 
次 　
　
　

西
組

い
け 

う
ち 

さ
だ 

じ

８８

 
小 　
 
林 　

す
ま
子　
　
　

中
丸
子

こ 

ば
や
し

６８

 
黒 　
 
岩 　
 
健 　
 
吉 　
　
　

中
丸
子

く
ろ 

い
わ 

け
ん 

き
ち

７１

 
北 　
 
澤 　

あ
さ
じ　
　
　

南
方
東
部

き
た 

ざ
わ

８６

 
平 　
 
田 　

ヒ　

サ　
　
　

徳
寿
荘

ひ
ら 

た

８３

 
永 　
 
井 　

み　

ち　
　
　

町

な
が 

い

８１

 
下 　
 
村 　
 
甚 　
 
三 　
　
　

三
反
田

し
も 

む
ら 

じ
ん 

ぞ
う

７３

 
武 　
 
井 　
 
義 　
 
雄 　
　
　
し
お
が
わ
敬
老
園

た
け 

い 

よ
し 

お

７７

 
宮 　
 
下 　
 
義 　

雄
   
　
　
　

尾
野
山

み
や 

し
た 

よ
し 

お

６５

 
滝 　
 
澤 　
　
　

勇
   
　
　
　

腰
越

た
き 

ざ
わ 

い
さ
む

７９

 
小 　
 
林 　

き　

い　
　
　

尾
野
山

こ 

ば
や
し

９１

 
柳 　
 
澤 　
 
輝 　

男
   
　
　
　

八
日
町

や
な
ぎ 

さ
わ 

て
る 

お

６９

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★国民年金保険料（2月）
★国民健康保険税（9期)
★固定資産税（4期）
★下水道受益者負担金（4期）
　引き落としは…2月28日

★年金相談　
　2月22日（木）10：00～12：00
　13：00～15：00　役場2階第6会議室
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　2月8日（木）18日（日）28日（水）
　9：00～12：00　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　2月16日（金）9：30～12：00　役場1階相談室
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子供の相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970
★暴力追放ダイヤル
　�026－235－1224
★困りごと相談コーナー
　�026－235－3636

町
長
の
生
活
所
感

�
�
�
�
�

�

　

ご
め
い
ふ
く
を
祈
り
ま
す
。

１２月
届出分
（敬称略）

戸
籍
の
窓

�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
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町
長
と
の
対
話
サ
ロ
ン
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2月の納税

2月の相談

2月7日は“北方領土の日”
　　　　　　　　　　　　　　　＜内閣府＞

新世紀

日ロの英知で

 四島 返還
し ま
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